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1　は　じ　め　に

近年，土壌診断事業が急速に普及し，県内においても，

県の関係機関をはじめ．市町村，農業協同組合等に相当数

のL壌診断室が設置され，年間数多くの‾†二壊診断がなされ，

農作物の良質安定生産に寄一与している。

しかしながら，土壌診断の基礎となる基準値設定のため

の調査，研究例が少ないために，規似した作物のH培値を

参考にして指導している作物もみられ．再森県の特産野菜

である「ニンニク」もその中の一つである。

このようなことから，ニンニク畑の好適なI二壌塩耗状態

を明らかにするため，圃場試験及び現地調轟を行い，次の

結果が得られたので報告する。

2　調査・試験方法

m　蘭場試験：1983－1984咋に．青森農試・本場の輪

換畑で，L嬢の塩基状態を苦上炭カルで5段階に調整し，

無マルチ栽培で試験を行った。土壌は義朗腐柄質多謝異ポ

ク土．供試品種は福地ホワイトである。

（2）現地調査：1988年に．日本一の品質と生席旭を誇

る，三戸郡田子町のニンニク佃75地点について調査した。

調査場所の土壌は表層及び厚層腐植質黒ポク‾卜がl三体で，

作付品秤はすべて福地ホワイトである。

3　調査・試験結果及び考案

（1）ニンニク畑上蟻の塩其状態に対する収量反応

し蟻の塩基状態（pH，塩基飽和度，石灰飽和皮並びに

苦し飽和度）とニンニクの収出との間には，幽場試験及ひ

現地調査結果とも，山型の曲線を描く∴次曲線に適合し，

有意な関係式が得られた（表1，2，図1．2）。

（1）十壌pH（日20）と収虫

圃場試験では6．57まではpHの仁昇に伴い収監は高まっ

裏1ニンニク畑土壌（作土）の塩基状態と収蛍一その1圃場試験（1粥4）

項　　　 目 最小値 最大値 平均値 伺帰式 （Y ：球垂，最大値の得られるX の値）

球 垂 （g ／球）

p H （H 2 0 ）

50．2

5．5

60．1

6．7

57．0

6．2 Y ＝一300 ＋ 109 X － 8．3 X 2＊　 （X ＝6．75 で最大）

塩基飽和皮（％） 36 80 63 Y ；29．5 ＋ 0．73 X － 0．0044 X 2 ＊（X ＝83　 で最大）

石灰飽和度（％） 24 49 40 Y ＝3 0．4 ＋ 1．03 X － 0．0087 X 2 ＋（X ＝59　 で最大）

苦土飽和度（％） 7 24 17 Y ＝4 0．8 ＋ 1．鴻 X － 0．033 X 2 書 （X ＝＝24　 で最大）

注i　＊：危険率1％未満で有意。

轟2　ニンニク畑土壌（作土）の塩基状態と収鼻－その2．現地調査（19的）

項　　　 目 最小 値 最大 値 平 均 値 榛 準 偏 差 回 帰 式 （Y ：球 垂 ，最 大 値 の 得 られ る X の値 ）

球 垂 （g ／球 ）

p H （H 2 0 ）

18 ．3

4 ．7

8 2．1

6．9

6 0．8

6．0

10 ．7

0 ．5 Y ＝ － 22 3 ＋ 9 0 X － 7 ．2 X 2 ＊ （X ＝ 6 ．2 5 で最 大 ）

塩 基 飽 和度 （％ ） 24 1 18 7 6 17 Y ＝ － 9 ．9 ＋ 1．7 2 X － 0 ．0 0 9 9 X 2 ＊＝ （X ＝ 8 7 で 最 大 ）

石灰 飽 和度 （％ ） 18 9 2 5 7 13 Y ＝一 8 ．4 ＋ 2．18 X － 0 ．0 16 0 X 2 ＊榊 （X ＝ 68 で最 大 ）

苦 土飽 和土 （％） 2 2 1 12 4 Y ＝ 3 7．2 ＋ 3．9 9 X － 0 ．15 0 X 2 ＊　 （X ＝ 13 で最 大 ）

注．＊＊■：危険率0．1％未満で有意。＊：危険率1％未満で有意。
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たが．それ以上では逆に漸減する傾向が見られた。また，

現地調査の結果ではpH6．25で最大値を示し，それ以l二で

は漸減した。以上の結果を範囲で示すと，およそpI16．0－

6．8（それぞれの最人値を示したplIに±0．25して範閲を設

定）で高い収星を示した（図1）。

（31塩基飽和度と収旭

開場試験で83％，現地調香で87％で最大値を示し，それ

以卜では漸減する傾向が見られた。範囲で示すと，およそ

80～90％（それぞれの最大値を示した飽和皮に±5％して

範囲を設定…以下ホ灰，苦‡二飽和度も同じ）で多収を示し

た（図2）。

（41イi灰飽和度と収舅

圃場試験で59％，現地調査では68％で収量が最高値を示

し，それ以卜では漸減する傾向が見られた。範周で示すと．

およそ55－75％で多収を示したく図は省略）。

（5）苦度飽和度と収姐

圃場試験で24％了現地調査では13％で最高値を示し，そ

れ以卜では漸減する傾向が見られた。範囲で示すと，およ

そ10－30％で多収を示したく図は省略）。

（6）上蟻の塩基顎と作物体養分濃度との関係等

現地調査の結果において，土壌の石灰飽和皮と茎葉の

Ca濃度，茎葉のCa濃度と収虫．十域の苦度飽和度と茎葉

のMg濃度．茎黄のMg濃度と収虫との間に有意な関係式

が得られ，茎黄のMg濃度と土壌のCa／Mg当坦比とは負

の榔軋Mg／K当誌比とは正の相関が見られた0なお，

土壌のCa／Mg及びMg／K当出比と収鼠との間には存意

な関係は認められなかった（データ省略）。

4　ま　　と　　め

ニンニク畑卜嬢の好適塩基状態を明らかにするため，圃

場試験及び現地調査を行った結果，上壌pH（H20）6．0－

6．8，塩基飽和度80～90％，ホ灰飽和度55～75％，苦‾－l二飽和

度の10～30％の範囲で多収を示した。

なお，今回の調査．試験結果では土壌のCa／Mg及び

Mg／K当星比との間に直接的には有意な関係は認められ

ないが，それらの関係が著しい乱れた場合，作物のMg欠
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図1作土のpH（H20）と収量との関係
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図2　作土の塩基飽和度と収量との関係

乏による収星低下が懸念されるので，上境改良資材を施用

する際は，それらのことをも考慮して－資材の種類，鼻を

決定することが重要と思われる。
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